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原形不定詞と共起する迂言的使役動詞 have の意味役割について 

















分析的使役動詞1（または迂言的使役動詞）は、make, cause, let, have等の純粋に使役の意
味を表す動詞で、結果出来事を表す独立した非使役述語2と組んで使役構文を構成する。 
 
(1) I had my secretary type the letters. 
私は自分の秘書にその手紙を作成させた。 
(丸田 1998: 3) 
 




する先行研究として、イギリス英語を対象とした Wierzbicka(2006:171-179)と Ikegami(1990: 
181-187) をまとめる3。Wierzbicka(2006)は作例以外は 1960 年代の小説から、Ikegami(1990)
は Survey of English Usage コーパス（総語数 5000 語）から例文を抽出している。尚、現在
はより大規模なコーパスが公開されており、管見の限り同コーパスを発見することはでき
なかったため、Ikegami(1990)がどの年代を対象としているのかは不明である。 
                                                        




















(2) ...if you do have any emergency arise, I’ll just have to pack up and go... 
もしあなたに何か緊急事態が起これば、私はすぐに荷物をまとめて行かねばならない。 






Ikegami(1990)は、S+have+O+V 型を 2 例、また、助動詞等の要素を含んでいる例や、他の
構文中に使役動詞 have が共起している例を 12 例、考察対象としている。そのような理由
から、分析の際は構文を大まかに上記の 2 種類に分類する必要があると考えた。 
更に、両先行研究の相違点である被動者の制御可能性は、本動詞の制御可能性から判断
できるのではないかと考え、共起した動詞の分類も併せて行った。分類の際には、『ジーニ
アス和英辞典』第 2 版の D と S（dynamic =人間の意志で制御可能な、stative =人間の意志
で制御不可能な出来事・状態）の表記を参考にした。尚、本稿では辞典中の D を意志動詞、
S を無意志動詞という呼称に統一する。改めて先行研究の例文を S+have+O+V 型とそれ以
外の構文に分け、共起した動詞を分類すると、次のような結果となった。 
まず、S+have+O+V 型については、使役主・被動者が共に人間の例は Wierzbicka(2006)
が 5 例、Ikegami(1990)が 2 例、使役主が人間・被動者が動物の例は Wierzbicka(2006)が 3
例、使役主が人間・被動者が無生物の例は Wierzbicka(2006)が 1 例、うち 11 語（異なり語
数 11 語）全てが意志動詞であった。以下はその一例である。 
 
(3) She had the girls clean his bicycle...every morning.  
   毎朝彼女はその女の子たちに彼の自転車を綺麗にさせた。 
(Wierzbicka 2006: 177 (Naipaul 1969: 481)を一部省略) 
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 以下は、Ikegami(1990)が取り上げている S+have+O+V 型以外の例を分類した表である。 
 
表 1: S+have+O+V 型以外の例における使役主・被動者及び共起した動詞の内訳 
構文 使役主 被動者 例文数 計 動詞の内訳 
意志動詞 無意志動詞 
S+助動詞+have+O+V 有生物4 人間 55 6 3(3) 1 
S V1 for having O V2 1 1 0 







If S have O V, ... （制御不可） 1 0 1 
It took S ten seconds to have O V 1 0 1 
...having O V...
6
 - 人間 2 2 2(2) 0 
計 全 12 例、うち意志動詞 6 語（5 語）、 




(4) ... much later than Mrs Corley or Mr Piper would have you believe. 
   Mrs Corley または Mr Piper があなたを信じさせるよりもずっと後に...。 











 本稿の目的は、アメリカ英語の迂言的使役動詞 have の中心的意味役割を明らかにするこ
とである。分析時に着目する点は、使役主と被動者の有生性の組み合わせと出現頻度及び、
共起した動詞が制御可能な動作か否か（= 意志動詞か無意志動詞か）の 2 点である。本動
詞の分類基準は、先行研究の例文の本動詞を分類した際に用いたものと同様である。 
                                                        
4 1 例使役主が神であるものを含むため、有生物と表記した。 
5 例文(4)は前後の文脈がなく、believe（信じる）意味の意志性が不明瞭なため、判断を保留とした。 
6 本文中で提示されていない例文が 、被動者が人間ものは 4 例、無生物のものは 2 例存在する。 
石川 真衣 
- 88 - 
 
2.2. 調査方法 
 より多くの実例を分類・考察するために、2 回の調査を行った。以下に調査方法を示す。 
 
【第 1 回調査：小説を用いた調査】 
本文中から「使役動詞 have+原形不定詞」の形をとる文を抽出した。調査に用いたのは、
Cather(1940)（全 296 ページ）、Faulkner(1948)（全 247 ページ）、Salinger(1955/57)（全 202
ページ）7の 3 冊である。いずれも 1940～50 年代にアメリカで出版された小説である。 
 
【第 2 回調査：コーパスを用いた調査】 
 より多くの例文を抽出する目的で、コーパス(COHA: Corpus of Historical American English, 
総語数 4 億語)を用いた調査を行った。筆者が試みた限り、COHA では have 使役構文のみ
を抽出することができなかったため、共起する品詞を指定して検索を行った。尚、第 1 回







 以下は、2 回の調査において得られた、S+have+O+V 型の構文を分類した表である。 
 
表 2: S+have+O+V 型の構文 
 使役主 被動者 例文数 うち意志動詞 うち無意志動詞 
小説 人間 人間 2 3 (3) 0 
 
コーパス 
人間 人間 79 79 (58) 0 
人間 無生物 4 2 (2) 2 (2) 
無生物 人間 2 2 (2) 0 
総計 87 例 86 語 （64 語8） 2 語（2 語） 
 
3.1.1. 使役主・被動者が共に人間であるもの（81例） 
 S+have+O+V 型の構文のうち、使役主と被動者が共に人間であるものは 81 例、うち 82
語（異なり語数 60 語9）全てが意志動詞であった。以下は共起した例文の一例である。 
(5) On Christmas morning she … had all the men on the place come in to get their presents 
and their Christmas drink
10
.  
                                                        
7 Cather(1940)及び Faulkner(1948)は、電子版を利用した。文庫版とはページ数が異なる可能性がある。 
8 小説とコーパスで come という語が重複しているため、異なり語数の総計から 1 語差し引いた。 
9 同上。 
10 紙幅の都合上一部省略した箇所については、その旨を「...」で示した。 
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   クリスマスの朝、彼女（主人）はプレゼントとクリスマスドリンクを受け取らせるた
めに、屋敷の全ての人間（召使い）を部屋に入らせた。 






S+have+O+V 型の構文のうち、使役主が人間・被動者が無生物であるものは 4 例抽出さ
れた。そのうち意志動詞が 2 語（clone: 複製する・draw up: 作成する）、無意志動詞が 2
語（open: 開く、run off: 流出する）共起した。抽出された例文は以下の通りである。 
 
【被動者が形式上は無生物だが、実質的には人間を指すもの（1 例）】 
(6) ... he had it draw up a sober official statement. 


















(8) By the time he had it open, the painful feeling was gone. 
彼がそれ（弁当箱）を開けた時には、その痛ましい気持ちは晴れてしまっていた。 
(COHA) 
(9) ...a... major-general had them run off, and saw and heard every word of the conversation 
between the Rehab Shop and -- nowhere. 
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S+have+O+V 型の構文のうち、使役主が無生物・被動者が人間である組み合わせは 2 例
（意志動詞 decorate: 飾り付ける・pass: 流通させる）抽出された。どちらの例において









の数は全 87 例中、81 例であった。更に、使役主が人間・被動者が無生物のもの 2 例の被
動者（または使役行為の実行者）が実質的に人間であるものであり、使役主が無生物・被
動者が人間である 2 例における、使役主も実質的には「ある組織に所属している人間」を





                                                        
11 イギリス出身の女性からコメントを得た。 
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3.2. 使役動詞 haveが他の要素と共に出現した例に関する考察（382例） 
使役動詞 have が他の要素と共に出現した例は、382 例みられた。以下はその内訳である。 
 
表 3: 使役動詞 have が他の要素と共に出現したもの 
 使役主 被動者 例文数 うち意志動詞 うち無意志動詞 
小説 人間 人間 5 5(5) 0 




人間 人間 331 255(146) 78(22) 
人間 動物 1 2(2) 0 
動物 人間 1 1 0 
人間 無生物 18 2(2) 17(12) 
無生物 人間 19 5(5) 15(7) 
無生物 無生物 6 2(2) 5(5) 
総計 382 例 273 語（160 語） 115 語（43 語） 
 
 使役動詞 have が他の要素と共に出現したものを、できる限り細かく構文ごとに分類した
ところ、助動詞 will が使役動詞 have の意味役割の拡大に大きく影響していることが分かっ
た。本稿では、S+have+O+V 型においては共起しなかった例外的用法として、人間同士の
使役のうち無意志動詞が多数共起した「S+will+have+O+V」型と、使役主が無生物・被動
者が人間であるもののうち、多数を占めた「as S would have O V」型について取り上げる。 
人間同士の使役において「S+will+have+O+V」の形をとった 30 例のうち、3 例は 3 人称
が話し手であり単純未来を表すもので、うち 2 例（2 語）（include（含む）、exclude（除外
する））は意志動詞と共起し、残り 1 例は無意志動詞 believe（信じる）と共起した。残り
の 27 例は、使役主が 1 人称単数であるものであった。そのうち意志動詞と共起したものが
5 例（2 語）（call（電話する）が 3 例、come（来る）が 2 例）、無意志動詞と共起したもの
が 22 例（5 語）（know（知っている）が 19 例、notice（気づく）・suffer（困る）・understand
（わかる）が各 1 例）であった。以下はその一例である。 
 





共起した割合は約 1：4 であった 。しかし、同じ話し手の意志を表すものでも、will よりも
意志が反映される度合いが弱い shall については 3 例（4 語）（come（来る）・go（行く）・
send（送る）・talk（話す））全てが意志動詞と共起し、無意志動詞は共起しなかった。 
未来の予定を表す「S is/are going to have O V」も 11 例（8 語）（come（来る）・take（取
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ってくる）が各 2 例、bring（持ってくる）・call（電話する）・stand up（立つ）・start（始め




使役主が無生物・被動者が人間であるものにおいては、「(as) S would have O V」という
構文が 19 例中 9 例と約半数を占めた。以下はその一例である。 
 
(11) Your editorial “Workers and Investors” would have us believe that America today has 
practically achieved social ownership... 
  あなたの社説「労働者と投資者」は、私たちに、今日のアメリカは事実上社会的所有
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